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　タイ語学習の最初の関門は発音である。正確な発音を
最初に身につけておかないと，後で矯正することは難し
いし，そもそもきちんと発音できない音は聞き取れない。
またタイ人の英語の発音の癖を知っておくと，少しは聞
き取りやすくなるかもしれない。
　子音を Cで，母音を Vで表すと，タイ語の音節は，
C1（C2）V（C3） と表すことができる。ここの丸かっこ
は選択的，つまり必須の要素ではないことを示す。注意
すべきは，C1-C2 の組合せには 12種類しかないこと
（k-r, kh-r, k-w, kh-w, k-l, kh-l, p-r, ph-r, p-l, ph-l, t-r, 

th-r），音節末に子音がある場合でも子音は 1つ （C3）し
か許されないこと，しかも C3になれる子音は極めて限
られていること（-m, -n, -ŋ, -p, -t, -k, -ʔ）である。（最後
の [ʔ] は「アッ」と驚く場合のような声門閉鎖音である。）
タイ語の子音には，英語や日本語のような有声・無声に
加え，中国語に見られるような無気・有気の対立がある。
例えば /d, t, th/ の 3つが意味の区別に用いられるので
ある。この無気・有気の対立のうち，特に無声無気音 /p, 

t, k/は難しそうだが，実は習うにはコツがある。
　英語では speak, steak, scar のように s に続く p, 

t, k は無気音に近く，peak, take, car のように，語頭
の p, t, k は /ph, th, kh/ という有気音で発音されてい
る。日本人が外来語としてこれらを発音する場合も同様
である。前者の発音を意識化することで，語頭の無気音

の発音が習得しやすくなるので，口に出して試してみて
いただきたい。
　どの言語にも音節を構成する際の共起制限が存在す
る。英語は音節初頭に子音連続 [s-l] は許すが [s-r] は
許されない。このような音節構成上の制限は，外国語を
学ぶ際に影響を及ぼすことが多い。それではタイ人が英
語を話すとどうなるだろうか。
　私自身の経験だが，タイのホテルのフロントで /wan 

din/ と言われて当惑したことがある。タイ語では /

wan/ は「日」，/din/ は「土，泥」であり，修飾語は名詞
の後ろに置かれるので，これがタイ語だとすると「泥の
日」となり，理解できない。実は “one drink” ，つまり
ウェルカムドリンクのサービスがある，と英語で言われ
たのだった。/wan/ が “one” に当たるのはわかるが，
タイ語に音節初頭の /d-r/ がないために，“drink” の “r” 
が落ち，音節末には子音が 1つしか許されないため，“k” 
も落ちてしまった，というわけである。
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＃ 単語 単元 頁

71 borrow

72 bother

73 brought

74 bye

75 camera

76 careful

77 case （場合）

78 case （箱）

79 caught

80 chance

81 classroom

82 clock

83 close （近い）

84 close （閉める）

85 coin

86 common

87 cousin

88 dancer

89 dictionary

90 dining

91 door

92 drew

93 elephant

94 eraser

95 feed

96 final

97 forgot

98 forward

99 front

100 fruit

101 full

＃ 単語 単元 頁

102 glove

103 goal

104 grape

105 ground

106 hamburger

107 heritage

108 horse

109 hurry

110 ink

111 invite

112 kid

113 lay

114 lift

115 mask

116 material

117 menu

118 moon

119 noon

120 notebook

121 nursing

122 opinion

123 orange

124 outside

125 panda

126 pardon

127 pass

128 person

129 personal

130 plate

131 post （郵便）

132 poster

　7月 24日は「パイオニア ･ デイ
（Pioneer Day）」と呼ばれ，アメ
リカのユタ州の人々にとって最も大
切な祝日である。未開の地だったユ
タ州に，ブリガム ･ヤングに率いら
れた開拓者の一団が，現在のソルト
レイク市近郊にたどり着いた日を記
念している。
　写真のユタ州プロボ市にある
“The Pioneer Village” では，公
園ほどの敷地に開拓者たちが実際に
生活していた家や学校，店，牛舎，
馬屋， 鍛冶屋や大工などの建物をそ
のまま移築し，当時の生活をそのま

まに再現している。ガイドをしてく
れる村人役はすべてボランティア
で，服装やひげも当時のままに，訪
れる人たちを映画やドラマのような
世界にタイムスリップさせる。雰囲
気としては，「大草原の小さな家」
あたりを思い出すとちょうどいいか
もしれない。このように開拓者の生
活を残し，後世に伝えようという施
策はアメリカに多い。
　一教室しかない学校では，カモメ
がユタ州の鳥である理由を説明して
いた。確かに海のないユタ州でカモ
メとは不思議な取り合わせである。

　その昔，開拓者たちが定住を目指
 して，作物など何も育ちそうもない
荒れ地を何とか開墾して，やっと小
麦の収穫にたどり着いた時に，突然
現れたイナゴの大群が彼らの畑を襲
い，貴重な小麦を食い荒らしてしま
う。なすすべもなく絶望していた開
拓者たちを救ったのは，どこからと
もなく現れたカモメたちで，イナゴ
をことごとく食べ尽くしてくれたと
いう。開拓者たちにとってこれはま
さに天の助けで，そのエピソードか
ら海のないユタ州でカモメが州の鳥
として大切に扱われているそうだ。

＃ 単語 単元 頁

133 power

134 promise

135 public

136 quick

137 real

138 rescue

139 robot

140 rock （ロック）

141 same

142 sat

143 seal

144 several

145 sign

146 site

147 snack

148 someone

149 star

150 straight

151 stuff

152 surprised

153 surprising

154 taxi

155 terrible

156 throw

157 track

158 voice

159 wide

160 writing

161 yourself

162 zoo

いよいよ 4月から改訂版教科書の使用が開始されます。編集委
員会ではこれまでの英語教育をさらに一歩前進させる教科書を
目指してきましたが，この間にも次々と新たな課題が出てきて
います。今回の特集ではそのような課題や継続して取り組むべ
き課題を取り上げました。編集部はこれからも，時代の流れを
読みつつ，よりよい教材作りに取り組んでまいります。（な）
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東北タイでのローイクラトン（灯籠流し）のお祭りの様子


